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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 280,055 12.2 13,795 13.8 14,625 16.9 8,352 2.7

2025年３月期 249,525 8.6 12,126 51.4 12,516 54.6 8,132 28.0

（注）包括利益 2026年３月期 9,164百万円 (18.9％） 2025年３月期 7,705百万円 （12.4％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 106.39 － 6.2 6.2 4.9

2025年３月期 103.89 － 6.2 5.9 4.9

（参考）持分法投資損益 2026年３月期 292百万円 2025年３月期 433百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 239,901 136,621 56.8 1,735.02

2025年３月期 228,170 131,963 57.8 1,679.29

（参考）自己資本 2026年３月期 136,248百万円 2025年３月期 131,808百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 14,585 △23,181 △2,704 19,929

2025年３月期 3,944 △18,020 13,973 31,181

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00 4,706 57.8 3.6

2026年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00 4,711 56.4 3.5

2027年３月期(予想) － 30.00 － 30.00 60.00 52.4

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 300,000 7.1 15,000 8.7 15,000 2.6 9,000 7.7 114.61

１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）



（１）期中における連結範囲の重要な変更： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無

③  会計上の見積りの変更                ： 無

④  修正再表示                          ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期 82,050,105株 2025年３月期 82,050,105株

②  期末自己株式数 2026年３月期 3,521,953株 2025年３月期 3,559,799株

③  期中平均株式数 2026年３月期 78,516,220株 2025年３月期 78,277,131株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 177,028 7.1 10,882 16.8 12,277 22.1 7,281 11.2

2025年３月期 165,218 6.3 9,314 136.6 10,054 112.8 6,548 466.3

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 92.74 －

2025年３月期 83.64 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 191,469 113,587 59.3 1,446.45

2025年３月期 175,995 112,443 63.9 1,432.57

（参考）自己資本 2026年３月期 113,587百万円 2025年３月期 112,443百万円

※  注記事項

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要

2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．５「１．経営成績等の概

況（１）当期の経営成績の概況　②今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

　当社は、2026年５月12日に証券アナリスト・機関投資家向けにオンラインにて決算説明会を開催する予定です。なお、決算説明に関する

資料等につきましては、当社ホームページに掲載を予定しております。
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１．経営成績等の概況

(１）当期の経営成績の概況

①　当期の経営成績

当連結会計年度におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の増加等を背景に、景気は

緩やかな回復基調を維持している一方、継続的な物価上昇による個人消費への影響懸念に加え、各国の通商政策や

地政学リスクの高まり等の不安定な国際情勢、金融・為替市場の動向等の不確実要因により、依然として先行きは

不透明な状況が続いております。

国内の自動車関連業界の動向といたしましては、一部自動車メーカーの出荷再開に伴い、軽自動車が伸長したも

のの、小型および普通自動車の販売が減少し、2025年度の国内新車販売台数は前年を下回りました。中古車市場に

おいては、中古車オークション相場の高騰や新車販売の停滞に伴う下取り車の減少等による仕入れ難が発生する

も、中古車需要は底堅く推移し、2025年度の中古車登録台数は前年同水準となりました。

このような環境下において、当社グループは、お客様にとっての「モビリティライフのインフラ」をグローバル

で目指し、2024中期経営計画に基づき、「タッチポイントの創出」「商品・ソリューションの開発と供給」「新た

な事業ドメインの設定」を戦略骨子とした各種施策を推進しております。

連結グループの損益の状況につきましては、以下のとおりであります。

[売上高、売上総利益]

当社グループの当連結会計年度における売上高は、前年同期比12.2％増加の2,800億55百万円、売上総利益は

前年同期比13.3％増加の1,001億35百万円となりました。

[販売費及び一般管理費、営業利益]

販売費及び一般管理費は、前年同期比13.2％増加の863億40百万円、営業利益は前年同期比13.8％増加の137億

95百万円となりました。

販売費及び一般管理費について、主に連結子会社が増加したことにより増加いたしました。

[営業外収益、営業外費用、経常利益]

営業外収益は、前年同期比6.7％増加の23億20百万円となりました。営業外費用は、前年同期比16.5％減少の

14億90百万円となりました。

フランチャイズチェンパッケージの変更等により、情報機器賃貸料および情報機器賃貸費用が減少したこと

や、主に為替差損益が好転しました。

この結果、経常利益は前年同期比16.9％増加の146億25百万円となりました。

[特別利益、特別損失]

特別利益は、投資有価証券売却益７億14百万円、事業譲渡益５億33百万円、段階取得に係る差益21百万円を計

上いたしました。特別損失は、固定資産の減損損失11億88百万円、投資有価証券評価損３億38百万円を計上いた

しました。

[法人税等合計]

法人税等合計は、前年同期比11億88百万円増加の59億91百万円となりました。

[親会社株主に帰属する当期純利益]

親会社株主に帰属する当期純利益は、前年同期比2.7％増加の83億52百万円となりました。

セグメントごとの業績は、以下のとおりであります。

[オートバックス事業]

オートバックス事業の売上高は2,063億63百万円（前年同期比4.7％増加）、セグメント利益は224億２百万円（同

1.6％増加）となりました。

国内においては、国内オートバックスチェン（フランチャイズ加盟法人店舗を含む）の全業態の売上高は、前年

同期比で既存店が2.2％の増加、全店が3.3％の増加となりました。

国内オートバックスチェンでは、専売タイヤの拡販や高付加価値タイヤのラインアップ拡充に加え、おクルマ無

料安全点検やタイヤセールに関するTVCMおよびWEB広告等を強化したことが奏功し、タイヤが好調に推移いたしまし

た。

　また、平均車齢の高齢化に伴う車両メンテナンス需要増加を背景に、オイル・バッテリー等のメンテナンス関連
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商品が堅調に推移いたしました。さらに、アプリ・WEBからのピット作業予約機能の改善や量り売りオイルのライン

アップ拡充を実施いたしました。

一方、新車販売台数の減少や新車装備の充実化に伴い、カーナビゲーション・ドライブレコーダー等のカーエレ

クトロニクスや車内小物・インテリア等のアクセサリーが低調に推移いたしました。

車検・整備については、2025年４月の規則改正による車検の受検可能期間の拡大に関する告知や年間を通じたメ

ディア・SNSによるプロモーション等を実施いたしました。この結果、車検実施台数は前年同期比1.7％増加の約68

万２千台、車検・整備の売上高は前年同期比6.0％増加の257億84百万円となりました。

車販売については、新車販売および中古車業販が低調であった一方、中古車小売は、他社との協業等によるグル

ープ内での共有在庫車両取引の活性化等を背景に好調に推移し、国内オートバックスチェンにおける総販売台数は

前年同期比0.5％増加の約30千４百台、総販売金額は前年同期比2.5％増加の368億58百万円となりました。また、オ

ートバックスカーズの中古車検索サイトのオープンや店舗・出張買取査定のWEB予約等、WEBを活用した販売施策を

強化いたしました。

国内における出退店は、2025年３月末の1,020店舗から、新規出店が41店舗、退店が２店舗あり、2026年３月末は

1,059店舗となりました。

海外においては、フランスは、プライベートブランドをはじめとした商品ラインアップの拡充や、自動発注シス

テムの導入による生産性向上等を行ったものの、景気低迷により個人消費支出が停滞し、売上が減少いたしまし

た。シンガポールは、COE（車両購入権）価格の高騰による既存車の車両メンテナンス需要増加を背景にピットサー

ビスが好調に推移し、売上が増加いたしました。また、マレーシアにおいては、卸売事業強化を目的に、オートバ

ックスライセンス店舗（４店舗）の運営事業から2026年３月末をもって撤退いたしました。

海外における出退店は、2025年３月末の148店舗から、新規出店が５店舗、退店が４店舗あり、2026年３月末は

149店舗となりました。

[コンシューマ事業]

コンシューマ事業においては、2024年８月にオトロンカーズ株式会社、2024年10月に株式会社東葛ホールディン

グス、2025年１月に株式会社ビーラインを連結子会社化したことにより、売上・利益ともに大幅に伸長いたしまし

た。

この結果、コンシューマ事業における売上高は528億38百万円（前年同期比80.3％増加）、セグメント利益は５億

19百万円（前年同期は８億47百万円のセグメント損失）となりました。

ディーラーにおいては、Audi正規ディーラー「Audi小山」のオープンに加え、BYDの新型車投入等により売上が増

加いたしました。また、2026年３月には、BYD正規ディーラーで全国No.1 の展示台数を誇る「BYD AUTO 太田」をオ

ープンいたしました。

オンラインストアにおいては、取扱商品の拡充等により自社ECサイトが好調に推移したことに加え、新たな外部

ECモールへの出店や販売促進施策が奏功し、売上が伸長いたしました。

オトロンにおいては、自社ローンによる分割支払回数48回プランの提供開始に加え、「オトロン名古屋店」をは

じめ４店舗をオープンしたことにより、売上が伸長いたしました。

ビーラインにおいては、「ビーライン大野城店」をはじめ３店舗をオープンいたしました。

AUTO INにおいては、M&Aの推進により店舗数が74店舗増加いたしました。また、一部商品や整備機材を当社の商

流へ変更することで、事業シナジーの創出も図っております。

コンシューマ事業における出退店は、2025年３月末の124店舗から、新規出店が85店舗、退店が６店舗あり、2026

年３月末は203店舗となりました。

[ホールセール事業]

ホールセール事業における売上高は335億11百万円（前年同期比5.7％減少）、セグメント利益は９億41百万円

（同81.7％増加）となりました。

国内においては、プライベートブランド「AQ.」のセブン‐イレブン向け卸売が増加いたしました。また、オイル

販売を行う子会社においては、販売単価の上昇に加え販売数量も増加し、業績は堅調に推移いたしました。一方、

アルミホイールの製造・販売を行う子会社においては、冬タイヤ向けホイールの販売が低調に推移いたしました。

なお、2025年４月には、オイル販売を行う子会社が担っていた商品調達および開発に関する一部事業を当社に承継

し、組織・機能の集約による業務効率化およびコストの最適化を推進し、利益改善に貢献いたしました。

海外においては、既存取引先との関係強化や新規顧客獲得に向けた各種施策を実施したものの、日本からの輸出

減少の影響により、売上は減少いたしました。中国においては、新商品開発の推進により日本向けの輸出が拡大す

るとともに、中国国内における卸売も開始し、売上が伸長いたしました。オーストラリアにおいては、インフレお

よび金利上昇を背景とした消費者の購買意欲低下が継続したものの、プライベートブランド商品の販売が好調に推

移いたしました。
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[拡張事業]

拡張事業における売上高は107億16百万円（前年同期比17.7％増加）、セグメント利益は７億64百万円（同60.6％

増加）となりました。

不動産においては、新規出店や増改築等により不動産賃貸収入が増加したことに加え、ガレージハウスの賃貸事

業や遊休資産を活用した事業が堅調に推移いたしました。

SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）においては、特定小型原動機付自転車等のマイクロモビリ

ティの商品ラインアップ拡充により売上が増加いたしました。
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②　今後の見通し

日本経済は、インバウンド需要の隆盛や雇用環境の改善、賃上げの継続等を背景に、緩やかな回復基調にあるも

のの、物価上昇の長期化や個人消費の伸び悩み、さらには地政学リスクの高まりにより、依然として先行きには不

透明感が残る状況です。

モビリティ業界においては、脱炭素化の流れを背景に電動化の進展が続いているものの、各国における補助金政

策の見直しや充電インフラ整備の遅れなどにより、電気自動車（EV）の普及には地域差が生じています。加えて、

先進運転支援システム（ADAS）などの先進技術を搭載したことによる車両の高度化は、車両の高機能化と高付加価

値化を実現する一方で、車両整備に求められる専門性は、より一層高まっていると言えます。

また、インフレの進行により新車価格が高騰していることを背景に中古車需要は拡大しており、車両の長期保有

が進展していることで、国内における平均車齢は上昇傾向にあります。これにより、車両メンテナンスやアフター

サービスの需要および重要性についてもこれまで以上に高まっております。

こうした環境に加え、車両の所有形態やマイクロモビリティ等の選択肢の増加により、お客様の価値観や購買行

動は多様化が進んでいます。また、物価上昇の影響を背景とした価格を重視する志向と、専門性や体験価値といっ

た付加価値を重視する志向の二極化も顕在化しており、商品やサービスを提供する事業者には柔軟かつ多面的な対

応が求められております。

このような環境下において、当社グループは、「社会の交通の安全とお客様の豊かな人生の実現」をパーパスに

掲げ、クルマをはじめとしたモビリティに関わるさまざまな社会課題を解決し、モビリティ社会を支えるインフラ

として、人とモビリティが調和する持続可能な社会と当社グループの持続的な成長の実現を目指しております。

現在、当社グループは、2024年に発表した2024中期経営計画「Accelerating Towards Excellence」において明示

した、“お客様にとっての『モビリティライフのインフラ』をグローバルで目指す”という方向性のもと、従来の

カー用品のワンストップサービスから、モビリティに関わる課題全般を解決できるワンストップソリューションの

実現に向けて取り組みを進めております。その第一歩は、お客様のモビリティに関する「煩わしさ」を軽減する身

近なメンテナンス拠点となることです。そして、モビリティに関する多様な機能を兼ね備えた「総合モビリティア

フター業」として、モビリティに関するあらゆる課題を解決できる存在へと進化することで、社会になくてはなら

ない「モビリティライフのインフラ」を支える企業グループとなることを目指してまいります。

なお、次期の見通しといたしましては、売上高は前年同期比7.1％増加の3,000億円、営業利益は前年同期比8.7％

増加の150億円、経常利益は前年同期比2.6％増加の150億円、親会社株主に帰属する当期純利益は前年同期比7.7％

増加の90億円を予想しております。

しかしながら、当該業績予測は、現時点において想定可能な事業環境を前提として算定したものであり、中東地

域をはじめとする地政学的リスクの長期化やそれに起因する原材料の高騰、為替変動、物流網の混乱等の影響につ

いては、織り込んでおりません。

当社では、これらのリスクに対応するため、既に商品仕入れの見直しや在庫水準の適正化等の対応を進めており

ますが、今後の情勢の推移によっては、当社の業績および財政状態に影響を及ぼす可能性があります。今後、業績

予想の修正が必要と判断された場合には、速やかに開示いたします。
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(２）当期の財政状態の概況

①　資産、負債及び純資産の状況

[流動資産]

流動資産は、前連結会計年度末に比べ51億78百万円減少し、1,218億49百万円となりました。主に売掛金、商品が

増加した一方、現金及び預金が減少したことなどによるものです。

[有形固定資産、無形固定資産]

有形固定資産は、前連結会計年度末に比べ105億74百万円増加し、673億31百万円となりました。主に新規出店、

改装による建物及び構築物、土地が増加したことなどによるものです。

無形固定資産は、前連結会計年度末に比べ７億30百万円減少し、166億39百万円となりました。

[投資その他の資産]

投資その他の資産は、前連結会計年度末に比べ70億66百万円増加し、340億80百万円となりました。主に投資有価

証券に含まれる関連会社株式が増加したことなどによるものです。

[流動負債]

流動負債は、前連結会計年度末に比べ36億12百万円増加し、620億45百万円となりました。主に未払金が減少した

一方、未払法人税等、支払手形及び買掛金が増加したことなどによるものです。

[固定負債]

固定負債は、前連結会計年度末に比べ34億61百万円増加し、412億35百万円となりました。主に銀行からの長期借

入金が増加したことなどによるものです。

[純資産合計]

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ46億57百万円増加し、1,366億21百万円となりました。主に利益剰余金の

配当により減少した一方、親会社株主に帰属する当期純利益による増加があったことなどによるものです。

[資産合計/負債純資産合計]

資産合計、負債純資産合計は、前連結会計年度末に比べ117億31百万円増加し、2,399億１百万円となりました。

②　キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ112億52百万円減少し199億29百万円と

なりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは145億85百万円の収入（前年同期は39億44百万円の収入）となりました。収

入の主な内訳は、税金等調整前当期純利益143億68百万円に対し、非資金損益項目等の調整を加減した営業取引によ

る収入189億28百万円であり、支出の主な内訳は、法人税等の支払額42億61百万円等であります。

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、231億81百万円の支出（前年同期は180億20百万円の支出）となりまし

た。収入の主な内訳は、投資有価証券の売却及び償還による収入８億99百万円、貸付金の回収による収入３億22百

万円および差入保証金の回収による収入１億65百万円等であり、支出の主な内訳は、有形及び無形固定資産の取得

による支出170億８百万円、関係会社株式の取得による支出49億57百万円、差入保証金の差入による支出17億47百万

円および連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出９億63百万円等であります。

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、27億４百万円の支出（前年同期は139億73百万円の収入）となりました。

収入の主な内訳は、長期借入れによる収入70億円等であり、支出の主な内訳は、配当金の支払額47億11百万円、長

期借入金の返済による支出38億７百万円および短期借入金の返済（純額）３億47百万円等であります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

  当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

　なお、今後につきましては、海外事業の展開及び国内の同業他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、国際会計

基準の適用について検討を進めていく方針であります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 31,292 20,289

受取手形 1,018 736

売掛金 28,583 32,880

リース投資資産 3,056 3,151

商品 27,649 29,991

短期貸付金 346 392

未収入金 27,902 28,143

その他 7,243 6,350

貸倒引当金 △64 △85

流動資産合計 127,028 121,849

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 57,617 62,883

減価償却累計額 △39,423 △41,299

建物及び構築物（純額） 18,193 21,583

機械装置及び運搬具 10,329 11,397

減価償却累計額 △6,919 △7,501

機械装置及び運搬具（純額） 3,410 3,895

工具、器具及び備品 14,678 18,223

減価償却累計額 △11,659 △12,378

工具、器具及び備品（純額） 3,018 5,845

土地 29,421 32,499

リース資産 1,096 1,094

減価償却累計額 △436 △426

リース資産（純額） 660 667

使用権資産 4,029 3,921

減価償却累計額 △2,675 △3,474

使用権資産（純額） 1,354 447

建設仮勘定 698 2,392

有形固定資産合計 56,757 67,331

無形固定資産

のれん 8,694 8,225

ソフトウエア 4,870 4,827

その他 3,805 3,587

無形固定資産合計 17,370 16,639

投資その他の資産

投資有価証券 9,145 14,301

長期貸付金 18 －

繰延税金資産 4,639 5,167

差入保証金 11,998 13,367

その他 1,241 1,271

貸倒引当金 △28 △27

投資その他の資産合計 27,014 34,080

固定資産合計 101,142 118,052

資産合計 228,170 239,901

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

- 8 -

㈱オートバックスセブン（9832）
2026年３月期　決算短信



(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,157 17,351

短期借入金 8,514 8,355

１年内償還予定の社債 － 100

リース債務 739 789

未払金 18,015 16,796

未払法人税等 2,781 4,946

契約負債 2,040 2,905

その他 10,182 10,799

流動負債合計 58,432 62,045

固定負債

社債 200 100

長期借入金 26,263 30,113

リース債務 2,102 1,854

繰延税金負債 707 605

役員退職慰労引当金 7 8

退職給付に係る負債 266 293

資産除去債務 3,398 3,618

その他 4,828 4,640

固定負債合計 37,774 41,235

負債合計 96,206 103,280

純資産の部

株主資本

資本金 33,998 33,998

資本剰余金 34,138 34,092

利益剰余金 66,246 69,877

自己株式 △6,060 △5,988

株主資本合計 128,323 131,980

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,736 1,786

為替換算調整勘定 1,748 2,481

その他の包括利益累計額合計 3,484 4,267

非支配株主持分 155 372

純資産合計 131,963 136,621

負債純資産合計 228,170 239,901
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当連結会計年度
(自　2025年４月１日

　至　2026年３月31日)

売上高 249,525 280,055

売上原価 161,152 179,919

売上総利益 88,373 100,135

販売費及び一般管理費 76,247 86,340

営業利益 12,126 13,795

営業外収益

受取利息 118 85

受取配当金 134 123

持分法による投資利益 433 292

受取手数料 48 68

情報機器賃貸料 616 309

為替差益 － 284

その他 824 1,155

営業外収益合計 2,174 2,320

営業外費用

支払利息 168 416

情報機器賃貸費用 794 402

固定資産除却損 70 67

その他 750 603

営業外費用合計 1,784 1,490

経常利益 12,516 14,625

特別利益

投資有価証券売却益 － 714

事業譲渡益 － 533

段階取得に係る差益 － 21

負ののれん発生益 1,030 －

特別利益合計 1,030 1,269

特別損失

減損損失 462 1,188

投資有価証券評価損 － 338

段階取得に係る差損 132 －

特別損失合計 594 1,526

税金等調整前当期純利益 12,951 14,368

法人税、住民税及び事業税 4,193 6,750

法人税等調整額 609 △758

法人税等合計 4,803 5,991

当期純利益 8,148 8,377

（内訳）

親会社株主に帰属する当期純利益 8,132 8,352

非支配株主に帰属する当期純利益 16 24

（２）連結損益及び包括利益計算書
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当連結会計年度
(自　2025年４月１日

　至　2026年３月31日)

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △387 52

為替換算調整勘定 △57 455

持分法適用会社に対する持分相当額 2 278

その他の包括利益合計 △443 787

包括利益 7,705 9,164

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 7,689 9,136

非支配株主に係る包括利益 16 28
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 33,998 34,218 63,670 △6,970 124,917

当期変動額

剰余金の配当 △5,471 △5,471

親会社株主に帰属する当期
純利益

8,132 8,132

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 14 △84 1,031 960

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

△93 △93

連結子会社の増加による自
己株式の増加

△120 △120

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － △79 2,576 909 3,406

当期末残高 33,998 34,138 66,246 △6,060 128,323

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 2,124 1,803 3,928 307 129,152

当期変動額

剰余金の配当 △5,471

親会社株主に帰属する当期
純利益

8,132

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 960

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

△93

連結子会社の増加による自
己株式の増加

△120

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△388 △55 △443 △151 △594

当期変動額合計 △388 △55 △443 △151 2,811

当期末残高 1,736 1,748 3,484 155 131,963

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 33,998 34,138 66,246 △6,060 128,323

当期変動額

剰余金の配当 △4,710 △4,710

親会社株主に帰属する当期
純利益

8,352 8,352

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △11 72 61

持分法適用会社に対する持
分変動に伴う自己株式の増
減

△0 △0

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

△45 △45

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － △45 3,630 71 3,656

当期末残高 33,998 34,092 69,877 △5,988 131,980

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 1,736 1,748 3,484 155 131,963

当期変動額

剰余金の配当 △4,710

親会社株主に帰属する当期
純利益

8,352

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 61

持分法適用会社に対する持
分変動に伴う自己株式の増
減

△0

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

△45

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

50 732 783 216 1,000

当期変動額合計 50 732 783 216 4,657

当期末残高 1,786 2,481 4,267 372 136,621

当連結会計年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当連結会計年度
(自　2025年４月１日

　至　2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 12,951 14,368

減価償却費 5,648 6,389

減損損失 462 1,188

のれん償却額 366 968

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10 17

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 0 19

受取利息及び受取配当金 △252 △209

支払利息 168 416

持分法による投資損益（△は益） △433 △292

固定資産除売却損益（△は益） 30 8

投資有価証券売却損益（△は益） － △714

投資有価証券評価損益（△は益） 9 338

売上債権の増減額（△は増加） △3,402 △3,662

リース投資資産の増減額（△は増加） 756 △149

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,745 △1,657

仕入債務の増減額（△は減少） △7,375 905

負ののれん発生益 △1,030 －

事業譲渡損益（△は益） － △533

段階取得に係る差損益（△は益） 132 △21

その他 1,575 1,548

小計 7,872 18,928

利息及び配当金の受取額 304 310

利息の支払額 △155 △392

法人税等の支払額 △4,077 △4,261

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,944 14,585

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △504 △305

定期預金の払戻による収入 513 74

有形及び無形固定資産の取得による支出 △8,926 △17,008

有形及び無形固定資産の売却による収入 161 141

投資有価証券の取得による支出 △0 △1

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 899

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△5,929 △963

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
966 37

関係会社株式の取得による支出 △447 △4,957

貸付けによる支出 △3,369 △350

貸付金の回収による収入 － 322

差入保証金の差入による支出 △531 △1,747

差入保証金の回収による収入 186 165

その他 △139 511

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,020 △23,181

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当連結会計年度
(自　2025年４月１日

　至　2026年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △698 △347

長期借入れによる収入 22,470 7,000

長期借入金の返済による支出 △1,360 △3,807

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 205 0

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△247 △26

配当金の支払額 △5,471 △4,711

その他 △923 △810

財務活動によるキャッシュ・フロー 13,973 △2,704

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 48

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △96 △11,252

現金及び現金同等物の期首残高 31,278 31,181

現金及び現金同等物の期末残高 31,181 19,929
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、カー用品等の国内外への卸売・小売販売、ネット販売、車販売、車検・整備および自動車ディーラ

ーを行うほかに、オートバックスグループへの店舗設備のリースおよびクレジット関連事業等を行っております。セ

グメント区分は、「オートバックス事業」「コンシューマ事業」「ホールセール事業」および「拡張事業」の４つを

報告セグメントとしております。

　「オートバックス事業」は、国内フランチャイズ加盟法人に対してタイヤ・ホイールおよびカーエレクトロニクス

等、カー用品等の卸売を行っております。また、主に国内外の一般消費者に対して、カー用品等の販売および取付サ

ービス、車検・整備、板金・塗装ならびに車販売を行っております。

　「コンシューマ事業」は、オートバックス事業以外の小売りとして、一般消費者に対してタイヤを中心としたカー

用品等の販売や車販売を行っております。また、自社サイトおよび公式アプリを通じて、実店舗と連携しカー用品等

の提供を行っております。さらに、法人顧客に対するカー用品等の販売や車検・整備、板金事業等を行っておりま

す。

　「ホールセール事業」は、主に国内外のホームセンター等の小売業者に対して、カー用品等の卸売・輸出販売を行

っております。また、ライフスタイルブランドをはじめとするプライベートブランド等の卸売を行っております。

　「拡張事業」は、主に子会社を通じて、クレジット関連事業、保険代理店、国内フランチャイズ加盟店における個

別信用購入あっせんおよび提携カードの発行を行うほか、同加盟法人等に対する備品等のリースを行っております。

また、不動産関連のデベロップメント事業や、特定小型原動機付自転車をはじめとした次世代マイクロモビリティの

取り扱いを行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に準拠し

た方法であります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

連結財務諸
表計上額
（注２）オートバッ

クス事業
コンシュー

マ事業
ホールセー

ル事業
拡張事業 合計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
192,130 29,039 24,494 1,458 247,123 － 247,123

その他の収益 － － － 2,402 2,402 － 2,402

外部顧客への売上高 192,130 29,039 24,494 3,861 249,525 － 249,525

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,970 269 11,053 5,246 21,540 △21,540 －

計 197,100 29,308 35,548 9,108 271,065 △21,540 249,525

セグメント利益又は

損失（△）
22,050 △847 517 476 22,196 △10,070 12,126

セグメント資産 106,506 43,309 17,424 33,097 200,337 27,832 228,170

その他の項目

減価償却費 3,153 752 251 523 4,680 784 5,464

のれんの償却額 148 179 37 － 366 － 366

持分法適用会社への

投資額
2,630 515 1,277 － 4,422 － 4,422

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額
5,797 892 893 489 8,073 852 8,926

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度（自2024年４月１日 至2025年３月31日）

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

　　　（1）セグメント利益又は損失の調整額△10,070百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費

用であり、主にコーポレートの一般管理費であります。

　　　（2）セグメント資産の調整額27,832百万円は、各セグメントに配分していない全社資産であり、主に

報告セグメントに帰属しない現金及び預金および物流関係資産であります。

　　　（3）その他の項目の減価償却費の調整額784百万円は、全社資産に係る減価償却費であります。有形

固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額852百万円は、主に管理部門設備の増加額でありま

す。

　　　２．セグメント利益又は損失は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

連結財務諸
表計上額
（注２）オートバッ

クス事業
コンシュー

マ事業
ホールセー

ル事業
拡張事業 合計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
198,785 52,625 23,933 2,349 277,694 － 277,694

その他の収益 － － － 2,360 2,360 － 2,360

外部顧客への売上高 198,785 52,625 23,933 4,710 280,055 － 280,055

セグメント間の内部
売上高又は振替高

7,577 213 9,577 6,005 23,375 △23,375 －

計 206,363 52,838 33,511 10,716 303,430 △23,375 280,055

セグメント利益 22,402 519 941 764 24,627 △10,832 13,795

セグメント資産 113,802 50,607 15,989 37,550 217,950 21,951 239,901

その他の項目

減価償却費 3,204 1,030 226 991 5,452 818 6,271

のれんの償却額 260 662 31 13 968 － 968

持分法適用会社への

投資額
2,942 960 1,546 4,379 9,829 － 9,829

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額
8,944 4,074 134 838 13,992 3,015 17,008

当連結会計年度（自2025年４月１日 至2026年３月31日）

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

　　　（1）セグメント利益の調整額△10,832百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

り、主にコーポレートの一般管理費であります。

　　　（2）セグメント資産の調整額21,951百万円は、各セグメントに配分していない全社資産であり、主に

報告セグメントに帰属しない現金及び預金および物流関係資産であります。

　　　（3）その他の項目の減価償却費の調整額818百万円は、全社資産に係る減価償却費であります。有形

固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額3,015百万円は、主に管理部門設備の増加額であり

ます。

　　　２．セグメント利益は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額 合計
オートバッ
クス事業

コンシュー
マ事業

ホールセー
ル事業

拡張事業 合計

減損損失 387 － 74 － 462 － 462

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額 合計
オートバッ
クス事業

コンシュー
マ事業

ホールセー
ル事業

拡張事業 合計

減損損失 1,188 － － － 1,188 － 1,188

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額 合計
オートバッ
クス事業

コンシュー
マ事業

ホールセー
ル事業

拡張事業 合計

当期償却額 148 179 37 － 366 － 366

当期末残高 287 8,192 213 － 8,694 － 8,694

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額 合計
オートバッ
クス事業

コンシュー
マ事業

ホールセー
ル事業

拡張事業 合計

当期償却額 260 662 31 13 968 － 968

当期末残高 206 7,604 220 194 8,225 － 8,225

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自2024年４月１日　至2025年３月31日）

当連結会計年度（自2025年４月１日　至2026年３月31日）

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自2024年４月１日　至2025年３月31日）

当連結会計年度（自2025年４月１日　至2026年３月31日）

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自2024年４月１日　至2025年３月31日）

　「オートバックス事業」セグメントにおいて、持分法適用関連会社であった株式会社ピューマの株式を追加

取得したことにより、連結の範囲に含めております。当該事象による負ののれん発生益の計上額は、461百万

円であります。「コンシューマ事業」セグメントにおいて、株式会社東葛ホールディングスの株式を新たに取

得したことにより、連結の範囲に含めております。当該事象による負ののれん発生益の計上額は、568百万円

であります。なお、負ののれん発生益は特別利益のため、セグメント利益又は損失（△）には含まれておりま

せん。

当連結会計年度（自2025年４月１日　至2026年３月31日）

　該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自  2024年４月１日

至  2025年３月31日）

当連結会計年度
（自  2025年４月１日

至  2026年３月31日）

１株当たり純資産額 1,679.29円 1,735.02円

１株当たり当期純利益 103.89円 106.39円

前連結会計年度
（自  2024年４月１日

至  2025年３月31日）

当連結会計年度
（自  2025年４月１日

至  2026年３月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益　　　　

（百万円）
8,132 8,352

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する　　　　

当期純利益（百万円）
8,132 8,352

普通株式の期中平均株式数（千株） 78,277 78,516

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

- 20 -

㈱オートバックスセブン（9832）
2026年３月期　決算短信


